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              午前９時３０分 開会 

○中西委員長 皆さん、おはようございます。 

 ただいまの御出席は７名でございます。定足数に達しておりますので、これより厚生文教委員

会を開会いたします。 

 それでは、本日の進め方についてですが、まず執行部より報告事項をお受けし、報告事項につ

いての質疑を行った後に、レジュメにありますように、子育て支援についての調査研究を行い、

その後教育行政についての調査研究ということで、委員会閉会後に香登認定こども園に委員会視

察に行きたいと思います。 

 なお、今回の報告事項には平成３１年度からの新規事業や予算についての報告も含まれており

ます。事前審査とならない範囲での質疑ということで、皆さんの御理解と御協力を賜りますよう

お願い申し上げます。 

************************* 報告事項 ************************** 

 それでは、議事に入ります。 

 執行部から報告事項をお受けしますので、よろしくお願いいたします。 

○杉田市民協働課長 市民協働課からは、１月２５日に開催されました厚生文教委員会で御質問

いただいた片上～和気間の路線バス運行の必要経費について御報告させていただきます。 

 まず、直接経費といたしまして、燃料費が約２６万円、備品購入費が備前市内分のバス停設置

費用として６カ所、道路の両端に設置するので１２基分で５９万７，０００円を見込んでおりま

す。 

 また、その他人件費や車両修繕費につきましては、現在の運行シフトの枠内で運行することに

なりますので、改めて予算計上は行っておりません。 

 また、片上和気線につきましては、運行予定の４便について本市と和気町でそれぞれ２便を運

行することから、利用者様にとっては同一路線の利用でバス運行車が異なることが想定されま

す。そのため、この片上和気線に限り利用者の利便性を考慮し、定期券、回数券についての相互

利用を同一金額で認めることとし、例として和気町が発売する定期券、回数券を使って備前市営

バスを利用することを認めること、またその逆も認めていただくことを予定いたしております。 

 次に、２月定例会に提案を予定しております備前市共同作業所設置条例の廃止について御報告

させていただきます。 

 備前市麻宇那共同作業所つきましては、平成３１年３月３１日まで指定管理者として麻宇那地

区で管理をしていただいておりますが、近年共同作業所としての使用がなく、地区としても今後

の利用見込みもないので防犯上の理由からも解体撤去を求める要望書のほうが提出されておりま

す。 

 また、この作業場が建築されてから３９年が経過し、老朽化しており、他の用途での使用も見

込めないことから当該作業所の用途を廃止し、建物を解体撤去後、土地を普通財産に所管がえし
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売却することを検討いたしております。 

 次に、まちづくり会議の活動支援についてですが、地域の課題解決や活性化に向けて自主的に

取り組む事業に活用していただける市の各種補助金として協働事業補助金やふるさとづくり事業

補助金がございますが、まちづくり会議に対してはこれらの市補助金の交付要件や補助率を緩

和、優遇することを検討しております。これにより、まちづくり会議が事業に取り組むことを容

易にするとともにまちづくり会議が立ち上げられていない地区に対してはその動機づけの一つに

なることを期待しております。 

 最後に、生活交通利用補助金、いわゆるタクシーチケットの交付についてですが、お手元にこ

れまでの制度の推移について資料としてまとめておりますのでごらんください。 

 一番下の欄に来年度からの改正案として赤文字で示しておりますとおり、妊産婦の方を対象に

加えることを検討しております。実施に当たっては、母子手帳の交付を受けられた妊産婦を対象

として、最長で申請日から出産予定日の３カ月後までの期間のチケットを交付することとしてお

ります。なお、交付枚数や有効期限等については現行の対象者と同じこととする予定といたして

おります。 

○久保山環境課長 環境課からお知らせをいたします。 

 平成２８年度から進めておりましたクリーンセンター備前の基幹的設備改良工事が３月に完了

する運びとなっております。つきましては、議会閉会日の翌日、３月２３日土曜日１０時からク

リーンセンター備前にて竣工式をとり行いたいと思っております。詳細は、後日議員の皆様に御

案内させていただきますので、出席方よろしくお願いいたします。 

○森保健課長 保健課から新規事業２事業について御報告させていただきます。 

 まず一つ目は、風疹に関する追加的対策で、風疹は妊娠している女性がかかると生まれてくる

赤ちゃんに心臓の疾患や難聴、白内障、精神や身体の発達のおくれ等が生ずるおそれがありま

す。昨年来の風疹の流行を受け、平成３１年度から３年間でこれまで定期接種の機会がなく抗体

保有率が他の世代と比べて低い昭和３７年４月２日から昭和５４年４月１日生まれ、現在の年齢

で３９歳から５６歳の男性を対象といたしまして抗体検査及び予防接種を国の負担において実施

することとなりました。実施方法といたしましては、抗体検査、予防接種のクーポンを作成いた

しまして対象者へ送付いたします。抗体検査を受けていただき、その結果により予防接種を受け

ていただくこととなります。１年目は３９歳から４６歳までの男性を対象としますが、４７歳か

ら５６歳の男性で御希望があれば抗体検査、予防接種ともに受けられるものでございます。 

 続きまして、二つ目の事業につきましては、野良猫に対する事業で野良猫不妊去勢手術に対す

る助成事業です。 

 動物愛護の観点から繁殖を抑制し、良好な生活環境の保全に資するため不妊手術、または去勢

手術を行う団体や個人に対しまして予算範囲内で助成するものです。 

○丸尾社会福祉課長 それでは、社会福祉課より２点報告をさせていただきます。 
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 １点目は市営バスでお出かけ事業についてでございます。 

 資料をごらんください。 

 この事業は、市営バスでのお出かけ体験を通じて高齢者の外出の機会の創出や、身近な移動手

段の認識と活用の推進を図ることを目的にしております。 

 内容としましては、６５歳以上の人を含む２名から６名のグループで市営バスを利用していた

だいてアンケートにお答えをいただくもので、一人２００円の回数券をお配りすることとしてお

ります。現在、参加申し込みを受け付けておりますので、周知方をよろしくお願いいたします。 

 ２点目は、昨年８月に視察をしていただきました特別養護老人ホーム大ヶ池荘についてでござ

いますが、この施設は昭和５８年５月の開設以来３５年が経過し、施設の老朽化が進んでおりま

す。特にエレベーターは日々の生活に欠かせない設備として毎年安全点検を行っておりますが、

使用年数を考えますといつ故障してもおかしくない状況となっております。今回、大ヶ池荘のエ

レベーターの改修を平成３１年度に行いたく当初予算に計上しておりますのでよろしくお願いを

いたします。 

○眞野子育て支援課長 子育て支援課から２月議会に提案させていただく予定の備前市病児・病

後児保育施設設置条例を廃止する条例について御報告をさせていただきます。 

 備前市では、平成２９年５月から伊部保育園内に病児・病後児保育施設を設置しておりました

が、平成３１年４月１日に伊部保育園は伊部認定こども園に統合されることから、伊部保育園内

に設置しておりました病児・病後児保育施設を廃止させていただく条例案でございます。 

 今後につきましては、新たに小児科のある市立吉永病院の一部施設改修を行い、病児・病後児

保育事業を実施できるように今年度事業を進めてきておりますが、改修工事等のおくれにより４

月からの実施がただいまのところ困難な状況になっております。その間は平成３０年４月１日付

で締結しております岡山県病児保育事業実施施設の相互利用に関する協定に基づいて、岡山市、

瀬戸内市などの病児保育施設を御利用いただけることになっておりますので、利用者の方には御

不便をおかけしますが他の施設を利用していただくことになると考えます。なるべく早い時期に

吉永病院で開設していただくように進めてまいりますので、よろしくお願いいたします。 

○金井病院総括事務長（備前病院） それでは、病院事業のほうから御報告を申し上げます。 

 レジュメに書いてないことを先に申し上げますと、既に広報等で周知を図っておるところです

が、病院事業におきましてやっと敷地内全面禁煙というのが足並みがそろったということで、本

年４月より日生病院、吉永病院においても敷地内、当然施設内の全面禁煙ということになりま

す。また、引き続き広報等で周知させていただきたいと思います。 

 それから、先ほど病児・病後児保育のほうで御報告がありましたが、補足をさせていただきま

すと、あくまでも病児・病後児保育というのは病院の事業としてやるものではないということで

の御理解をいただきたいと思います。市の事業として進める中で、吉永病院には小児科のドクタ

ーがいらっしゃる、さらに院内保育所を持っておるということで施設を活用させていただきたい
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という市の申し出によって、病院事業のほうで協力しておるというふうな形での御理解をいただ

けたらと思います。 

 それでは、レジュメのほうの報告をさせていただきます。 

 備前市病院事業改革プランということで、平成２８年から３２年度の５年間のプランを持って

おります。進捗状況の点検評価のために病院事業経営評価委員会というものを設置しておりま

す。委員は６名で、地域医療団体の代表として県備前保健所長の徳山氏、和気医師会の理事で吉

本医師、経営に関する学識経験者ということで公認会計士で前備前市代表監査員であります大田

氏、その他の委員ということで市社会福祉協議会の下野事務局長、行政として市から高橋副市長

並びに山本保健福祉部長にお願いいたしております。 

 時期的には、３０年度が終わろうとする時期で２９年度の評価ということで、遅きに失した感

はございますが、平成２９年度の評価についてまとまりましたので、病院のホームページのほう

に掲載させていただきます。あわせて厚生文教委員会のほうにも御報告させていただきたいと思

います。 

 まず、お手元に資料をお配りいたしておりますが、改革プランでは課題解決のための具体的取

り組み事項として大きく４点を掲げております。 

まず１ページにありますア、経営状態の問題ということで、職員の意識改革として４項目、

それから２ページで、経費節減、抑制対策として７項目。なお、項目に括弧書きで病院名がござ

いますのはその病院単独の取り組み項目ということです。 

 それから３ページ、（３）ですが収入増加、確保対策として７項目でアといたしましては合計

１８項目です。 

次に３ページの下からになりますが、イ、人材確保の問題ということで、医師確保対策とし

て６項目、看護師等確保対策として２項目、薬剤師確保対策として３項目、民間活力の活用とし

て１項目でイといたしましては合計１２項目です。 

 次に５ページからになりますが、ウ、人口減少の問題とエ、患者受療状況の問題ということで

合わせておりますが、医療体制の充実として２項目、地域医療連携の推進として４項目、最後６

ページ、その他の項目として２項目で合計８項目です。 

 プラン全体では、病院単独の取り組み項目も含めまして３８項目の点検項目となってございま

す。表の中で表示していない部分につきましては、複数年度の取り組みということで、２９年度

の取り組みがなかったというように御理解いただけたらと思います。それぞれについて、自己評

価としてＡが前進、Ｂが順調、Ｃがおおむね順調、Ｄが停滞、Ｅが後退という５段階の評価で、

前年度比によりましてプラス・マイナス５％をＣというところとの中央におきまして５％以上１

０％未満向上したというのがＢ、１０％以上向上したというのがＡという評価になっておりま

す。逆に５％以上１０％未満の低下がＤ、１０％以上の低下がＥというような数値による自己評

価を行っております。それにおきまして、経営評価委員会を昨年２回開催させていただきまし
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て、それぞれ委員の方に検討協議をいただき、現状への評価と今後の方向性ということで別紙に

なっておりますが、アドバイスという形のそれぞれの御提言をいただいたところです。 

 駆け足で概要を御説明申し上げましたが、これもホームページにアップいたしておりますの

で、今後の参考にしていただけたらと思います。 

○波多野幼児教育課長 それでは、幼児教育課の報告事項でございます。 

 平成３１年度入園申し込み状況につきまして報告いたします。 

 クリップどめしております６枚の資料のほうをごらんいただければと思います。 

 平成３１年４月１日入園の申し込みにつきましては、昨年１１月から１２月上旬にかけまして

申し込み受け付けをいたしました。その後、職員数と照らし合わせまして各園、希望の園を割り

振りした結果、２月７日現在、４月１日の入園が決定できない方がで４７名生じております。下

の数字を見ていただければと思うんですけども、まずゼロ歳児は４４名の希望に対して２８名、

１歳児が１１７名の希望に対して９８名、２歳児が１５１名の希望に対して１３９名まで決定は

しております。 

 次のページをごらんいただき、ことしの２月１日現在の備前市の就園人数のほうを掲載してお

ります。ゼロ歳児につきましては３６人、１歳児につきましては１１１人ですが、２歳児につき

まして今現在の就園数が１１６人に対して１５１人の応募が来ております。ゼロ歳につきまして

は子供３人につき１人の保育士、１歳児、２歳児につきましては子供６人つき１人の保育士が必

要になります。３歳児からはそれぞれ２０人、４歳、５歳になりますと３０名に１人の保育士と

いうことで、３歳児以上につきましては全員入園可能ということで決定通知のほうを出させてい

ただいております。その中でもことしは５歳児が多い年でありまして、今現在の就園数１１４人

に対しまして１５７人の申請ということで、こちらのほうは何とか就園の決定はできている状況

でございます。 

 最初の表に戻っていただき、伊部認定こども園のゼロ歳児の希望者数が２１名ということで、

これを全部可能にするには、ここに２１名プラス７人の担任が必要になります。今現在、伊部こ

ども園、旧殿土井保育園、伊部保育園を合わせてゼロ歳児は３人でございます。ゼロ歳児につき

ましてはここの問題と、それからその次に入園保留が出ておりますのは吉永認定こども園、香登

認定こども園というふうに続いておりますが、香登認定こども園は保育士数の不足だけではな

く、施設上の手狭さというのが関連してまいります。この件につきましては、午後調査に来てい

ただくということで詳しく説明をさせていただきたいと思っております。 

 ３ページ目をお開きいただきたいと思います。 

 多くの入園希望者に対しまして決定者と、それから決定不可、いわゆる待機となる人の基準で

ございますが、備前市立保育園設置条例の施行規則第３条による基準点数表というのを設けてお

りまして、上の１番と２番については御両親ともに居宅外の労働と居宅内の労働、今現在労働時

間が４時間から８時間以上の方につきましては、基準の点数が１０点から４点ということで、今
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現在子供を見る機会がない、本当に保育に欠ける方というのが居宅外で労働されている方、その

次に居宅内で労働されている方というふうな点数の高さになっております。今現在、入園がかな

えられない方につきましては、下から３番目の８番、求職中という欄がございます。今現在、家

庭で子供を見てらっしゃる方が求職活動を行う、それから育休復帰等でこれから仕事につきた

い、入園が決まったら本格的に復帰を目指す方につきましては、基準でいうと１点でございま

す。詳しく申し上げますと、一番上の居宅外労働でお父さんのほうが８時間労働しており、お母

さんのほうも８時間労働している方というのは基準の点数が２０点ございますが、どちらか、お

父さんが労働している方プラスお母さんは求職中という方であれば１０点と１点を足して１１点

しかないというようなことになりまして、保育園の入園基準の点数で言うと低い点数になりま

す。今、待機してらっしゃる方はほとんどがこの求職中の方でいらっしゃいます。 

 右ページ、点数が同点の場合の優先順位といたしましては、１番は市内に在住する世帯を優先

しております。その次は、先ほどの基準の点数表が高い世帯を優先しております。 

 その次のページをめくっていただきたいと思います。 

 ２月７日付で入園決定ができない方につきましては、このような保育利用調整結果通知書を送

っております。理由は受け入れ人数に余裕がなかったためということでございまして、この通知

とともに次のページをめくっていただければと思います。 

 ２月７日現在では、御期待に沿うことができないというお断りの後、この後の手続の流れにつ

いてこのような用紙を入れまして説明をしております。中には一つのこども園だけ入園希望とい

うことで第２希望、第３希望を書かれていない方がいらっしゃいます。その方が改めて希望園を

変更して２次利用調整を希望するということを選択していただけましたら、最後のページでござ

いますけども、例えばもう伊部一本という方が三石、あるいは西鶴山、その他自分が通える範囲

でどうしてもお子さんを預かっていただきたいので、希望園を変えますよというような変更届の

ほうを本日月曜日中に出していただきましたら、園の事情を鑑みて再び審査のほうをさせていた

だきますが、ゼロ歳、１歳、２歳につきましては非常に厳しい状況が続いております。 

 主な原因は、保育士の不足にございます。正職員は今年度６名退職いたしまして、そのうち昨

年中に６名の補充は何とか完了いたしました。１２月中旬にこのような申し込み状況が判明して

以来、総務課のほうと協議し、追加募集で３名程度採用というような基準を設けていただきまし

て、一昨日最終試験を行ったところでございます。正職はそのように、３０年度と同数は確保い

たしましたが、臨時職員が１２名、今年度末で退職されます。この１２名のうち３名は正職の追

加募集で３名合格となれば補充できるのですが、残り９名の確保が喫緊の課題となっておりま

す。その中には４時間のパートの方、６時間のパートの方等も含まれておりますが、臨時職員に

つきましては随時面接をしていく所存でございます。また、ハローワーク、市のホームページ

等、また各園長先生、園職員の情報をもとに確保に全力を尽くしてまいりたいと思います。 

○横山社会教育課長 報告の前に、先日のえびす駅伝の御出席をお礼を申し上げます。雪の影響
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もございましたが、時間を調整して１０３チームの参加のもと開催できました。なお、スポーツ

少年団の部は中止となっております。 

 それでは、中学生からのメッセージというタイトルの資料をごらんください。 

 今年度の夏から秋にかけましてだっぴという、大人と中学生が生き方や仕事などについて語ら

うイベントを開催しております。本委員会の皆様にも御参加いただき、ありがとうございまし

た。このイベントは、中学生らの若者に、地域の人や仕事などに目を向けてもらうこと、またこ

れからのまちづくりの主体者としての意識を育むことを目的に開催しております。このイベント

に参加した中学生のまちづくりに対する意見を改めて調査、聞き取りをしまして、中学生の代表

によりまとめられたのが、この提言でございます。１０年後に望む町の姿として、９ページから

１３ページになりますけども、５項目にわたる提言が示されております。 

 お手元の冊子と同じ提言を２月１４日に中学生の代表から市長、教育長への手渡しを終えてお

ります。事後報告になり恐縮ですが、お知らせいたしたいと思います。 

 冊子につきましては、ぜひごらんいただけたらと思います。 

○中西委員長 以上、報告のほうで漏れはございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 質疑を行っていくわけですが、たくさんの項目がありますので３つに分けます。 

 最初は公共交通から備前市病児・病後児保育施設設置条例の廃止について、ここまでで質疑が

ある方の挙手をお願いしたいと思います。 

○森本委員 風疹に関する追加的対策、この４番目にポイントで昭和３７年４月２日から昭和４

７年４月１日生まれの男性についても希望があれば抗体検査を実施と書いてあるんですけど、抗

体検査はとりあえず皆さんされるんですよね。上には、２番目にまず抗体検査を受けていただき

って書いてあるんですが、もう少し詳しく聞かせていただきたいんですけど。 

○森保健課長 この風疹に関する追加的対策というのが来年３１年度から３年間で実施していく

という中で、最初の３１年度の１年目につきましては、昭和４７年４月２日から昭和５４年４月

１日生まれの男性を対象にいたしまして、まずは若い年齢層の方に先に受けていただくというこ

とで、その方々を重点的に市のほうからクーポン券を送って抗体検査をしていただき、陽性であ

れば予防接種をしていただくというところです。その後の年代の方につきましても、御希望があ

れば１年目であっても抗体検査及び予防接種ができるというようなことになっております。 

○西上委員 野良猫の助成の件、お願いいたします。 

 １匹につき５，０００円ということなんですけれども、普通に去勢手術したらどれくらいかか

るんでしょうか。 

○森保健課長 動物病院、医療機関によって値段が違うんですけれども、おおむね雄であれば約

１万円、雌であれば約２万円かかるというふうに聞いております。 

○西上委員 ２年ほど前、日生地区でＮＰＯさんの関係で無料でやられたということをお聞きし
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ているんですけれども、今回このようなことはお考えにはならなかったのでしょうか。 

○森保健課長 平成２９年にボランティア団体が日生のほうで野良猫の去勢の手術をされました

けれども、そのときに１匹５，０００円で手術をされたということでありまして、予算的には１

匹につき５，０００円ということで考えております。 

 この助成事業につきましては、個人と団体を対象としておりますので、団体さんが実施した場

合に申請があれば補助していこうとは思っております。 

○西上委員 野良と飼い猫の見分け方、区別はどうされるんでしょうか。 

○森保健課長 見分け方なんですけど、これにつきましてはいろいろやり方があるかと思います

が、実施するときには地区の方の御協力もいただきまして、飼い猫は家の中で外に出ないように

してもらうであるとか、そういった広報をしつつ実施していきたいと思っております。実際、野

良の手術をするときには周知期間をとっていただきまして、実際に手術する日の１日前、２日前

なりに捕獲器を置いていただいて捕獲します。その猫について去勢手術をしていただくというよ

うなことになろうかと思っております。 

○守井委員 タクシーチケットの話が出てたんですけど、以前は有効期限が１カ月だったものが

平成３０年から２カ月に延びているわけですが、市民の反応はどうでしょうか。もう少し延ばし

てほしいとか。以前は１年だったと思うんですけど、その点はいかがなんでしょう。例えば、３

カ月にしてほしいといった要望が来ているとか。一般の方から１カ月では余りにも短いという話

を聞いて２カ月になってるんじゃないかなと思うんですけど、いかがですか。 

○杉田市民協働課長 ２９年度当時、１カ月じゃ短いという要望をいただいておりまして、３０

年度から２カ月に延ばしたという経緯は御指摘のとおりです。現在のところ、２カ月に延ばした

ということで皆さんには喜んでいただきまして、それ以上延ばしてくださいという要望のほう

は、事務局のほうには届いておりません。 

○中西委員長 ほかにございませんでしょうか。 

 よろしいですか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 次は備前市病院事業改革プラン平成２９年度評価についてで御質問ありませんでしょうか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、平成３１年度入園申し込みについてから中学校から備前市へのメッセージ、教育委

員会所管のところで質疑はありませんでしょうか。 

○守井委員 入園希望者数が非常に多く、４７人も入れないということで、今までは完全入園が

備前市では専らな話だったんです。聞きましたら臨時職が１２人やめられるというようなことな

んですけど、３人補充ができるということで、９人ほど不足するということは、１歳児を担当す

るとすれば大分の数の方々に影響はしてくるだろうと思うんですけど、臨時職が急にたくさんや

められたというのはどういう理由なんですか。 
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○波多野幼児教育課長 退職の原因につきましては、臨時の方の中でもほとんどが家庭の事情で

ございます。若い方では結婚が決まって市外等に出ていかれる方、年配の方につきましては家族

の介護のために保育士を続けることができないというような、ほとんどが家庭の事情ということ

で退職の申し入れを受けております。 

○守井委員 ９人も退職というのは、急激な変化じゃないかと思うんですよね。事前の把握とい

うのは全くされてなかったんでしょうか。例えば、今からとしても来年のこの時期には１０人ほ

どの方がやめられる予定があるんだったらそれなりの動き方をして採用しなくちゃならないんじ

ゃないかというな感じがするんですけどね。その辺はいかがだったんですか。 

○波多野幼児教育課長 実は、平成２９年度末でも臨時職員は１０名退職をされております。そ

の際には、退職数と同程度の臨時職員の予算を計上いたしまして確保に努めさせていただきまし

た。平成２９年度は１１月ごろまで随時応募をいただきまして不足するところを臨時職員で何と

か補ってきましたが、平成３０年度につきましては６月に最後臨時職員の面接をした後、この２

月まで全く応募がないという状況でございます。１２月に退職希望というのを各園から集めまし

て、最初に申し上げたように正規職員の追加募集等をいたしましたが、今後臨時職員の募集につ

きましては、努力を重ねていきたいところでございます。 

○守井委員 ４７人が入れないというのは、困られる方が多いということなんで、何とかしてぜ

ひとも１００％入れるようなことを考えていかなくちゃならないと思うんですよ。ぜひ取り組ん

でいただいて、岡山市内ではかなりの方が入園できないという新聞報道もあるんですが、せめて

備前市では全員入園できるような形のものをつくらないといけないと思うんです。ぜひお願いし

たいと思うんですが、方策をお聞かせ願いたいと思います。 

○波多野幼児教育課長 方策といたしましては、先ほど申し上げたようにまず追加募集、それか

らその次の方策といたしましては、当初予算の審議にかかわりますので私どもが今計画している

ことでございますが、備前市内の病院内で保育をしてらっしゃる病院がございます。備前市内で

認定された保育、いわゆる認可保育園ではございませんが、国、県から認定を受けまして補助を

受けている箇所が４病院ございます。そのうちの１病院は、企業主導型保育ということで国、県

から援助を受けており、保育料は私どもと同じ無償にしておりますが、残り３病院、具体的に言

いますと備前病院、吉永病院、それから草加病院でございますが、企業の主導型保育は受けてお

りませんが院内保育事業として県から認定を受けているところの備前市内の子供につきまして、

その保育料を２万円を限度に援助する仕組み等を今考えており、当初予算に計上をしておりま

す。これは、院内保育でも県から受けている認可だけでは必ず保育料を１万円以上取らなくては

いけないという要件の中受けてらっしゃいまして、今現在市内の方が２人いらっしゃいますが、

４月１日になるとまた状況も変わってくると思います。そういった院内保育に入ってらっしゃる

子供さんの保護者への援助をすることで待機児童の解消にもつながらないかということで、３１

年度新しい方策を立てます。 
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 それから、きょうの午後、香登認定こども園に視察に来ていただきますが、現場で香登認定こ

ども園の増築等のプランを皆さんに紹介したいと思います。これは、手狭さ解消というのが第一

の目標で目的ではございますが、幾らかでも施設的に広げ待機児童の解消にもつながらないかと

いうことで検討してまいりたいと思います。 

○守井委員 途中で職員が採用されることになった場合、この待機児童というのはすぐ解消され

るんですか。例えば、吉永認定こども園に１人臨時職が来られるようになったら、この不足分は

解消されて入園させるというようなことになるんですか。 

○波多野幼児教育課長 一番最初の表に戻っていただきたいと思いますが、ゼロ歳につきまして

は、市内全体で申し上げますと３名に１人ですので６名不足しております。１歳児につきまして

は４名、２歳児につきましては２名不足しております。もちろん臨時で応募されている方の経

験、それからゼロ歳から２歳でも見ることが十分できる能力、経験等を加味いたしまして、その

ような方が１人でも２人でもフルタイムの臨時で来ていただけましたら、その分待機児童は解消

される形になります。 

○守井委員 市役所全体を上げて保育士さんに来てもらうように、しっかり広報していただきた

いと思います。よろしくお願いします。 

○橋本委員 先ほどのやりとりの中で、香登のこども園なんですけれども、当初の説明で施設上

の問題で全員希望者を受けられないと、じゃあ、先ほど説明のあった施設の増築をした場合に保

育士の充足率は十分なんでしょうか。 

○中西委員長 施設が増築できれば受け入れができるのか。つまり、保育士はもう十分香登のこ

ども園は充足しているのかどうなのかという質問です。 

○波多野幼児教育課長 受け入れることが可能です。 

○橋本委員 わかりました。全体的な問題として、備前市は保育料を完全に無料化して、当然私

も私もということで保育をしていただきたいという希望者がふえるのは予測できとったわけで

す。保育士も当時から足りない足りないと言っていたわけですから、当然かなり努力をされて保

育士の確保をされておるんだろうとは思うんですが、私は当時から人件費の問題、待遇の問題で

備前市の場合はお隣の赤穂市や、あるいは岡山市と比較してもちょっと劣るところがあるんでは

ないかと、だからなかなか定着しづらい、１２名の臨時職の方が一気にやめられるというような

こともあり、あるいはそのうちの３名が正職に回られたという説明だったですけど、私は臨時職

の中でも正職になりたいと思ってる方は結構おられると思うんです。だから、そういう方面に道

を開くとか、あるいは臨時職でも待遇面でもう少しよくしてあげるとかというようなことは幼児

教育課としては考えられてないんでしょうか。 

○波多野幼児教育課長 臨時職の中でも正職になりたい方への道ということでは、３年前から経

験者枠というのを試験の中に加えまして、９月から１０月にかけて、フルタイムで３年経験があ

り３０歳から４５歳までの年齢の方の募集をいたしました。市内でも臨時をされている方が応募
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されるケースがございますので、そちらで道を開いております。 

 それから、臨時職の待遇の問題でございますが、今回、国の人勧によるものですが、１６万

８，０００円から１７万円台には乗りましたけども、担任を持つものと担任を持たないものの手

当てについて現在検討中でございます。 

○橋本委員 国の政策で１６万８，０００円が１７万円ですか、月額で２，０００円ほどと。私

は、じゃあ２，０００円上がったから私もお勤めしようかというようなことはなかなかないんじ

ゃないかなと。保育士とそれから介護の分野は待遇が悪いというのが世間一般的に広まっている

わけですから、私はある程度思い切ったことをせんとなかなか応募してもらえないんじゃないか

なと。以前からこれは問題にしとんですけれども、もう少し思い切った格好で待遇面を改善して

あげる、備前市はすごいなというようなことにすべきじゃないかなと思うんです。何だったら財

政のほうに我々も頑張って要求しますんで。そうしないと待機園児の解消はなかなか解決しない

と思うんです。どんなでしょうか。 

○波多野幼児教育課長 委員のおっしゃるとおりで、臨時職員の待遇改善というのは必須の政策

ではないかと思います。この件につきましては、市長を初め、執行部、財政当局のほうにも説明

をさせていただきまして、今後の政策をともに考えてまいりたいと思います。 

○守井委員 やっぱり臨時職ばかりじゃなくて、正職をふやすような格好で、定期的にある程度

人数が確保されるんであれば正職員を。将来的にずっと勤務していただけるかどうかの不安があ

って数がなかなかふやせないのではないかと思うんだけど、退職といった予定がわかっているな

ら正職をふやしていくという形で４月なら４月に採用できるような形をつくるべきだと思うん

で、そのあたりをぜひ検討していただきたいと思います。何か考えがありましたらお願いしま

す。 

○波多野幼児教育課長 正職員もふやすということでございますが、保育士は全て備前市職員で

ございます。総務部総務課と協議して定数条例の改正が必要かと思いますので、問題点につきま

しては伝えておりますので、今後の検討課題とさせていただければと思います。 

○守井委員 部長はいかがですか、そのあたりは。庁議等でも話していかなくちゃいけないんじ

ゃないかと思いますけど。 

○川口教育部長 正職員の比率を高めるということになろうかと思いますけれども、やはりそれ

にはどれだけの需要があるかという今後の見込みのもとで考えることが必要なのかなというふう

に考えています。現在、子ども・子育て支援計画という形で、その需要量については計画的に管

理しておるわけなんですけれども、来年度以降もその辺の把握をした上で計画づくりが進んでい

くというふうに承知しています。ですので、その見込みのもとでどのような教育体制を整えるの

がよいのかということをしっかりと考えていきたいということです。 

○守井委員 計画はいいんですけど、結果的にこういう不足が出るということは、その計画が見

通しが甘いということになるわけですから、その辺をしっかりと。団塊の世代といいますか、以
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前は保育士さんも多く入った時期があったと思うんで、その方々も退職していくんだろうと思い

ますから、そのあたりをよく見据えながらこういうことのないようにぜひしていただきたいと思

います。人員管理も含めて、ぜひ検討していただきたいと思うんでよろしくお願いいたします。 

○川口教育部長 しっかりと見通しを立てて取り組んでまいります。 

○西上委員 守井さんも言われましたけれども、一年前から妊娠されとる方の数もわかっとるわ

けでしょうか、なぜもっと早く手が打てれなかったのかということが知りたいんですけれども、

どうでしょうか。 

○波多野幼児教育課長 私どものほうでは、１年前から妊娠云々につきましては把握できないと

ころではございます。職員の産休については把握できますので、その際に臨時パートさんで補っ

ていくということについては、そういった届け出が出た場合に対処していくつもりでございま

す。 

○星野委員 ゼロ歳児からの無償化っていうのは、たしか２９年度からスタートしたと思うんで

す。本年度末の正規職員の退職状況は、先ほどお聞きした限りでは２９年度末と同じような状況

だったということですが、年度当初での待機児童というのは備前市ではこれまでなかったと思う

んです。中途では何件かあったように聞いてますが、職員の退職状況が同じような状況であって

この年度当初では待機児童が発生することになった要因はちゃんとつかまれてるんですか。 

○波多野幼児教育課長 年度当初の待機児童は確かに昨年まで発生しておりません。年度中途の

待機児童は２０人前後、秋から冬にかけてゼロ歳児が６カ月になり、すぐ預けたいというような

要望、あるいは育児休暇復帰等で１１月、１２月から入りたいというような方で待ってらっしゃ

る方はいらっしゃいます。 

 把握につきましては、２９年度、３０年度とゼロ歳児の増加というのが見受けられ、それに対

する私どもも保育士の充足というのは課題でございましたが、一つの園にゼロ歳児が２０以上殺

到するということにつきましては予測がついておりませんでした。この方々をほかの園に１人、

２人回っていただくにつきましても３人に１人はいるものですから、３人のところが１人ふえる

ことにより、また保育士が１人追加しなければいけないということで、一つの園にこれだけ殺到

するというのが予測できなかったことでございます。 

○青山副委員長 保育士の数が足らなくてというのは理解できるんですが、例えば自宅で子育て

をしている、そういったところへの補助というのはどうなってるんでしょうか。 

○眞野子育て支援課長 自宅で子育てをされている方への補助金というのは、今のところ特には

出ておりません。 

○青山副委員長 ゼロ歳から２歳というふうな年齢というのは、家庭で母親あるいは家族と触れ

合って愛情を育んで育てることが望ましいんじゃないかなと思うんですが、そういうふうなこと

を考えて家庭でというふうなことをされているようなところにも、何かそれを奨励するというの

はおかしいかもしれませんけど、援助するようなことも考えていただきたいなというに思うんで



- 14 - 

すが、いかがでしょうか。 

○眞野子育て支援課長 今は１人１カ月１万５，０００円の児童手当が、小さい子には出るよう

にはなっております。そんな制度もございますし、地域子育て拠点といいまして家庭でお子さん

を見ている子供さんと親御さんが気軽に集えるような拠点が備前市には５カ所も設置させていた

だいております。そのようなところにも市から委託料を出して設置しておりますので、御利用い

ただけたらと思いますし、あと家庭でその子供さんを見るか見ないかっていうのはまた世帯の親

御さんの考え方もございますし、お勤めになっている企業の制度とか考え方とかも影響してくる

と思いますので、そのあたりのことも総合的に考えて今後も検討していきたいと思います。 

○青山副委員長 研究していただけたらと思います。 

 もう一つ、再募集をされるということなんですけど、第１希望しか書いてないと言われるとこ

ろは、例えば上に既に子供さんが入園されてて、下の子供もぜひそこへ入れたい、そうすること

によって送り迎えが不便にならないといったことで希望されてる方もおられるんじゃないかと思

うんですけど、そういう調査というのは最初の募集要項なり、出てくるようなことになってるん

でしょうか。 

○波多野幼児教育課長 今在園児につきましては当然、私どもも申し込みが出た時点で把握のほ

うはしております。委員おっしゃられるように既に２歳、３歳のお子さんが上でいらっしゃっ

て、下が入れないというようなことも発生しております。特に香登につきましては、ゼロ歳児を

保育する部屋がもともとございませんので、ゼロ歳児は近くの大内保育園で上のお子さんが香登

のこども園に入ってらっしゃる、そして１歳になったので下のお子さんも香登を希望されるとい

った例のほうもございます。 

○青山副委員長 そういうふうな人、家庭は優先順位が高くなるんですか。上に子供がいてそこ

を希望したいというふうなことは優先順位の中に入るんでしょうか。 

○波多野幼児教育課長 本日お配りいたしました３枚目の表の右側でございますけども、優先利

用の区分の点数というところで、区分の大きいところの一番上が福祉的、その次が養育環境的配

慮の中にＦの項目で兄弟姉妹、兄弟姉妹が同一の施設の利用を希望する場合ということで、２点

加点のほうをする配慮をしております。 

○星野委員 伊部こども園にかなり待機児童が出てるんですが、これは移住者等がふえて人口が

増加したことによる単純な増加なのか、それとも別の要因があるのでしょうか。 

 もう一点、２号、３号認定について、２歳児では現在１１６人園児がいるんですが、来年度は

１５１人、これはどういう要因でふえてるかっていうのは分析されてるんでしょうか。 

○波多野幼児教育課長 伊部の希望につきましては、市内に住所を有している方がほとんどでご

ざいます。それが、移住かどうかということにつきましては、まだ私どものほうでそこまでの把

握はできておりません。これは、住民票と住所地で判断していきますので、今後中身の分析をし

たいと思います。 
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 それから次に、２歳児の今１１６人に対して１５１人も応募してきている要因でございます

が、求職中の方の点数が低く待機になっているということにも鑑みると、１年あるいは２年育休

等をとられた方や、１歳のときに年の途中で応募しても入れない、じゃあ今度は４月１日という

方で、育休の方の復帰要望が主な原因と分析しております。 

○森本委員 今まで臨職でやめられた方を再度またお願いしていくとか、そういうことはされて

いますか。 

○波多野幼児教育課長 正職員については２年を限度といたしまして再雇用の制度がございま

す。定年退職の方につきましては私どものほうで希望を聞いた上、希望があれば再雇用をしてお

ります。臨時職員につきましては、主に園長が面談をするわけでございますが、ことしの臨時職

員の中にも３年前までお勤めされていた、また私立の園長経験者等も含まれており、その方が私

どもの希望と本人の希望にかなえば随時採用していく所存でございます。 

○森本委員 先ほどの説明で、正職でもやめられた方で結婚とか介護とかあるんですけど、臨職

の方で前も一度お話ししたんですけど、やはり職場での正職との関係性でやめられた方がいるこ

とも多数聞いています。給与の改善ももちろん必要だと思うんですよ、でも職場での改善もどう

にかしていかないことには臨職の方が続けて勤めていこうという気持ちにはなかなかなれてない

のが現状じゃないかなというふうに私は思っています。正職の方との関係性を教育委員会が介入

できるところがあればしていただいて、何とかできるところは改善していくというふうに取り組

んでもらえたらと思うんです。介護職でもそうなんです。やっぱり臨時とパートと正職の間で摩

擦が起こるのはどこの社会でもあることなので、一概に保育士だけがあるとは言えないんですけ

れども、その中で皆さんプライドを持たれて仕事をされてる方が多分ほとんどだと思うので、そ

の中で若い正職の方に臨職の高齢の方がいろんなことを言われた場合に摩擦が起こるってのはこ

れはもう必然的なことなので、そういうことは早い話が教育の段階からしていくべきなんでしょ

うけれども、一言何かあれば雰囲気も変わってくるかと思うんです。園長先生がそこら辺をうま

くコントロールされていたら問題はないかと思うんですけれども、なかなかどちら側の立場に立

つかということによって園内の雰囲気も変わってくると思うので、難しい話だと思うんですけれ

ども、どこの世界でもパワハラはあったりする場合もあるので、そこら辺も考えていただいて、

男性の保育士さんもおられることですし、いろんな現場で介護士の現場でも男性職員はやりづら

いということもありますから、その場その場で対応できるように取り組んでいただけたら、また

臨職さんも復帰していこうというふうに考えられるのかなと思っていますが、どうでしょうか。 

○波多野幼児教育課長 市役所が行っております目標管理や人事評価、あるいは来年度の配置等

につきましては、園長先生と私ども幼児教育課で随時面談を行っております。その中でも特に園

内の問題に関して私どもが実際に園に行って指導をするというのも今年度ございましたので、そ

ういった聞き取り、あるいは幼児教育課に気軽に相談できるような雰囲気づくりは今後とも行っ

ていきたいと思っております。それから、パートさんの不満等につきましては、待機児童の解消
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のために８時間に満たないパートの方に担任をお願いしてやってもらっていたというような例も

今までございました。それが、臨時職員同士の待遇の差や不満にもつながっているのではないか

ということで、今後そういったことを一切廃止いたしまして正職員と臨時職員もフルタイムの方

のみ担任に配置するといったような策のほうを講じていきたいと思っております。 

○森本委員 決して想像とかじゃなくて、実際そういう理由でやめたんだっていうことを言われ

た方もいらっしゃるので、質問させていただいているわけなので、またしっかり取り組んでいた

だいて、やはり私はそれが一番だと思うんです、正直。パートをされる方はパートの時間帯があ

るから、パートでいい、臨時職でいいという方もおられるので、そこら辺の聞き取りをしっかり

していただいて配置を考えていただきたいと思います。 

○守井委員 病児保育の件で、今吉永病院で工事中だというお話があったんですが、時期をはっ

きり言われんかったんですけれども、いつから開園予定に動いてるんか、それから工事をやって

る関係で何がおくれているのか。するんだったら早目にしなくちゃならないんじゃないかと思う

んですけど、予算のほうの動きがないんか、それともほかの理由があるのか、それから実施予定

がいつか、それを教えていただけますか。閉鎖しているんであれば、できるだけ早く開園しなく

ちゃならないんじゃないかと思うんですけど、何か緊迫感がないような気がするんです。よその

病院行ってください、よそのほうに行ってくださいというような言い方は何か失礼じゃないんか

なと思うんですけど、いかがですか。 

○金井病院総括事務長（備前病院） 病院の予算では、３０年度の事業として既にとっておりま

す。ただ、これは施設の入札におきまして不調が３回ほど続きまして工事がおくれてしまった

と。当初では秋口からでも受け入れ可能というような形での目標を持っておりましたが、やむを

得ず現在に至っておるということでございます。 

 事業につきましては、２９年度に執行部から打診を受けまして病児・病後児保育について備前

病院、吉永病院の院内保育所でできないか、協力していただけないかということで進めておりま

したが、備前病院につきましては医師がいなかったということ、吉永病院につきましてはやっと

協力できるということで３０年度実施ということでいきましたが、そういう事情でおくれており

ます。申しわけございません。 

○守井委員 ３回も入札不調ということは、恐らく設計書に何らかのできない理由があるという

ことで不調になっとんだろうと思うんです。１回不調があったら２回目からきちんと精査できる

ような形で。それじゃ業者もまだ決まってないというような状況でしょうか。 

○万波吉永病院事務長 １２月に落札されまして、現在工事中でございます。３月の末までには

完成をしたいと考えております。あとは、それに備えて人員の配置が必要になってくるわけです

けれども、いろいろな配置の方法があるということで担当課と病院とで視察にも行っておりま

す。はっきりしたことは申し上げられませんが、４月が目標だったんですが、５月あるいは６月

ということで早目に開園を目指したいと考えております。 



- 17 - 

○守井委員 できるだけ早く、４月なら４月にできるようにお願いしたいと思います。 

○万波吉永病院事務長 頑張ります。 

○中西委員長 よろしいですか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ないようでしたら、これで報告事項を終わります。 

 暫時休憩いたします。 

              午前１０時４８分 休憩 

              午前１１時０２分 再開 

○中西委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

 次に調査研究事項に移ります。 

******************** 委員派遣について ********************* 

 まず初めに、本日は教育行政についての調査研究ということで、香登認定こども園の視察を関

係部署と調整しておりますが、委員の派遣についてをお諮りいたします。 

 本日の委員会閉会後、委員全員を香登認定こども園に派遣することに御異議ありませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 御異議なしと認めます。それでは、そのように決定し、直ちに委員派遣を要求します。 

 なお、視察は議会公用車で行うことといたします。 

******************** 子育て支援についての調査研究 ********************* 

 次に子育て支援についての調査研究ということで、子ども医療費助成について御説明を願いま

す。 

○眞野子育て支援課長 子ども医療につきましては、平成３０年４月の機構改革により所管課が

保健課から子育て支援課のほうに移っておりますことを最初に申し述べます。 

 子ども医療費の実績の推移をＡ４の横版の資料にまとめておりますので、ごらんください。 

 平成２９年１月から高校生を対象といたしましたので、平成２８年度の高校生分１７６万７，

２２５円につきましては、１月診療分と償還給付の分のみとなっております。受給者数につきま

しては、子供の人数は減少傾向にありますが、年によって多かったり少なかったりという変動が

ございますが、就学前でしたら１，２００人、小学生は１，３５０人ぐらい、それから中学生が

大体８５０人ぐらいでいってたんですが平成３０年が７５４人とちょっと極端に少ないのは少な

い学年がありましてこういうことになっております。それから、高校生は大体９５０人前後とい

うことになっております。 

 医療費給付につきましては、年々増加の傾向にございまして、平成３０年度の予算額は１億

２，４１７万１，０００円でございましたが、今後不足する見込みが出まして、この２月補正で

３００万円の追加を計上させていただく予定でございます。よろしくお願いいたします。 

 制度の経緯につきましては、表の右下にございますように平成２９年１月から高校生まで拡大
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して給付しております。それに対しまして県の補助金は、対象が非常に限定されておりまして、

表の左下でございますが、３歳未満で給付額の１０分の４、それから３歳から就学前までで４分

の１、小学生につきましては入院の給付のみとなっております。それも３分の１しか出ません。

今後も補助金が拡大されるように市長会等を通じて今働きかけているところでございますが、な

かなか難しい状況でございます。 

 もう一枚の資料のＡ４縦版でございますが、これは岡山県内の各市町村における小児医療費公

費負担制度の状況を示したものでございます。平成３０年４月１日現在で、一番新しいものでご

ざいます。備前市と同様に高校生までとしている市町村は、市では高梁市、赤磐市、それから近

隣の和気町などございますけれども、赤磐市は高校生は１割負担となっておりますので全額負担

ではございません。また、今中３までとなっております井原市、新見市でも１８歳までに拡充す

ることを検討中と聞いております。 

○中西委員長 委員の皆さんのほうから何か御質問ありますか。 

○守井委員 子ども医療費ですから、医療にかかった人に対しての対象だろうというふうに思う

んですけれども、基本的に元気な方、全く病気をしない、けがをしないという人もおられるんじ

ゃないかなと思うんです。ここへ人数が出ておりますけれども、この助成を受けていない方もお

られるんじゃないかと思うんですけど、その辺の実態はいかがなんですか。 

○眞野子育て支援課長 一応住基と照らし合わせて、そんなに差はないんですが、あったとして

も２０人か３０人ぐらいかなと思っております。これは、受給者証を出している方になりますの

で、証を出しているけれども使ってない方ももちろんいらっしゃいます。 

○守井委員 使ってない方が全体で２０人ぐらいということ。 

○眞野子育て支援課長 住基の数と比べましたら証も出していない方も何人かはいらっしゃいま

す。 

○守井委員 先ほどの２０人というのは、使われんかった方が全体で２０人ということですか。 

○眞野子育て支援課長 例えばですが、住基の数だったら、平成３０年の高校生で言うと該当す

る人が９３０人としたら証を出しているのが９１０人といったような、それぐらいの差だという

ことです。 

○守井委員 基本的に国保なり、社保に２割負担とか１割負担とか３割負担とかいろいろあっ

て、子供たちにもあるかと思うんですけど、それに対しての基本的な補助ということで理解しと

いていいんですよね、全額補助という形でいいんですよね。 

○眞野子育て支援課長 その自己負担分に関する全額補助でございます。 

○星野委員 先ほど受給者証を出してない方が２０人おられるということなんですが、出してな

い理由って何なんですか。これは全園児、児童・生徒が対象ですよね。 

○眞野子育て支援課長 これは一応申請主義になっております。例えば、生活保護の方とかはも

ちろんないですし、それから何らかの事情で申請されない方もいらっしゃるのかなと思います。 
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○山本保健福祉部長 補足説明させていただきますが、仮に証が出てなくても何らかの事情で高

額な医療費が発生して負担したような場合は領収証等の添付をしていただき、窓口に申請してい

ただければもちろん償還給付扱いということでお返しするということは可能ということになりま

す。 

○守井委員 今、国のほうもいろんな形で子育て支援策を考えているということで、幼・保の無

料化も今度制度化していくというな形になってるんですけども、県の補助金はこういう形になっ

てるんですけど、国の補助の動向はどういう形になってるんでしょうか。将来的に子ども医療費

にも補助をするような方向に行くんじゃないかなと思っておるんですけれども、いかがなんでし

ょうか、。 

○山本保健福祉部長 先ほど課長が言いましたように、国に対しても制度的なものを設けてほし

いというような要望等をさせていただいておりますけれども、今のところ新たな動きはないよう

でございます。 

○中西委員長 よろしいですか。 

○守井委員 はい。 

○中西委員長 ないようでしたら、調査研究を終わりますけどもよろしいでしょうか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、この子育て支援についての調査研究、こども医療費助成についてを終わります。 

******************** 教育行政についての調査研究 ********************* 

 次に教育行政の調査研究ということですが、資料等の配付も含め詳細については現地にて御説

明いただきたいと思います。先ほどの、保育士が足りればこの改築によって子供を全部受け入れ

ることができるというような説明もありましたから、よろしくお願いしたいと思います。 

 以上で、本日の厚生文教委員会を終了します。 

 皆さん、御苦労さまでした。 

              午前１１時１２分 閉会 

 


